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論文の内容の要旨

　本論文は，一般順序空間の埋め込み或いは線形順序空間の距離化可能性についての研究で，2章からなる。実

数空間のように，線形順序集合に開区問全体を開基として位相を導入すると，位相空間になる。これを線形順序

空間（LOTS）という。また開区間全体に加えて，凸集合の幾つかを開基に加えて位相が定まっているとき，一

般頗序（GO）空問という。LOTSやGO空問の位相のアイデアは，元来は個々の論文の中で，何らかの具体例を

構成する際に有用なものとして扱われていたが，Lutzerがユ971年の論文で，LOTSとGO空間の概念を定式化し，

これらの基本的’性質を与えると共に，その後のLOTS或いはGO空間の研究の方向を幾つかの定理によって示し

た。この論文を主な契機として，LOTS，GO空問の研究は発展を遂げ，今日に至るまで多くの優れた研究が知

られている。Lutzerは上記の論文において，GO空聞はあるLOTSに元の頗序を保持したまま閉部分空間として

埋め込めることを示し，また，GO空聞やLOTSにおいては，パラコンパクト性や距離化可能性など通常の位相

的性質が，線形順序の構造があるがゆえに，位相空間が持つ場合とは異なった，或いはより簡略した条件で特徴

付けられることを示した。本論文は，第1章ではGO空聞のLOTSへの埋め込みに関して，第2章ではLOTSの距

離化可能性に関してBe㎜ettとL雌zer等が提起した問題を考察し，それらの解決を与えた。特に，後者は20年間

未解決であったものである。

　一般にGO空聞Xが，LOTSγに位相的に埋め込めるとき，γを順序可能拡大，さらにXの順序とγの順序が

一致しているとき，γを線形順序拡大という。これらの拡大に関して，ある位相的性質Pをxが満たしていると

き拡大γも1）を満たすようにとれるか，という間題がある。幾つかの性質についてこの問題は肯定的であるが，

空聞の完全性については次のBenettとLutzerの問題が知られている。空聞Xのすべての閉集合がGδ一集合とな

るとき，この空間は完全であるという。1970年頃BenettとLutzerは，問題「すべての完全GO空聞は，完全順

序可能拡大あるいは完全線形順序拡大を持つか？」を提起した。著者は，既に他の2人との共同研究で，Lutzer

の問題に答えて，完全GO空間でそれを欄密に含む完全順序可能拡大を持たない例を構成しているが，第1章では，

先ず完全GO空間が完全線形順序拡大を持つ必要十分条件を与えた。著者は，これを単に形式的な意味に止めず，

これを応用してBenett，LutzerとPurishの最近の問題「シグマ疎な稿密部分集合を持つ完全GO空間は，シグマ

疎な欄密部分集合を持つ完全線形順序拡大を持つか？」に対して，肯定解を与えた。ここで注意すべき事は，完
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全GO空間でシグマ疎な欄密部分集合を持たないものの存在は未だ知られていない。従って，著者のこの結果は

上記のBenettとLutzerの間題に対する部分解ではあるが，重要な結果と言える。

　集合の部分集合族1）の各メンバーが，他のすべてのメンバーに含まれない元を持つとき，1）は極小であるとい

い，空間の開基Bが，極小である部分族の可算和となるとき，Bをシグマ極小基という。距離空間がシグマ極小

基を持つことは容易に分かるが，距離化可能性とシグマ極小基を持つことの差は，かなり以前から研究されてい

た。ユ977年BenettとLutzerは「すべての部分空間がシグマ極小基を持つコンパクトLOTSは，距離化可能か？」

という問題を提起した。この間題は，彼らがそれまでシグマ極小基について研究してきて到達した最後の問題で，

難間の一つとしてこれまで未解決のままであった。第2章では，著者はこれに挑戦し，集合論におけるアロンチャ

ジン・ツリーに関するT6dor㏄vi6の結果を巧みに利用することにより，この問題を否定的に解決した。

審査の結果の要旨

　本論文で扱ってきたテーマは，上述のようにこの分野では古くから研究されている申心的なものの一つで，

Benett，Lutzer達を中心としてこれまでに様々な研究がなされてきた。それ故限られた期間の中で直接問題解決

に向かうことはかなり困難と思われていたが，著者はそれまでの自身の研究を土台にして，解決を得ることに成

功した。本論文の成果及びその手法は，この分野の新たな進展に大きく貢献するものと考えられる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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